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ESDを視点とした家庭科授業開発研究
−平成28年度岡山大学教養教育科目「教育の現代的課題（生活と環境）」の実践と検討−
佐藤　園※1　佐藤　大介※2　篠原　陽子※1
　平成28年以降、わが国では、これから子どもたちが生きる予測できない未来に対応するための学
校教育の方向性として、グローバル化や知識基盤社会で生きる力とその育成のためのアクティブ・
ラーニングの導入が示された。2014年にスーパーグローバル大学の指定を受けた岡山大学において
も、知識基盤社会やグローバル化社会を支える高度な専門知識と知的な素養を備えた人材育成のた
めの教育改革が行われた。本研究は，この改革の中で、教養教育として教育学部に求められた「現
代の教育的課題」の授業科目として、アクティブ・ラーニングを核とする“ESDを視点とした家庭
科Project”を基盤として開発した「生活と環境」とその実践結果について検討した。
キーワード：ESD，家庭科授業開発，大学教養教育，アクティブ・ラーニング
※1　岡山大学大学院教育学研究科
※2　くらしき作陽大学子ども教育学部
Ⅰ　はじめに−問題の所在と研究の目的−
１　グローバル化・知識基盤社会で生きる力の育成を目指すわが国の教育改革
（１）学校教育
　平成28年12月、中央教育審議会答申では、これから生きる予測できない未対応す
るための学校教育の方向性が示された。具体的には、前教育改革で示された社会像「知
識基盤社会」の認識を継承し、グローバル化等の加速的に変化する社会で生きるた
めに必要な「競争」と「協同」の力が必要であり、子どもがこれらを身に付けるた
めには、より科学的な知識（概念・理論）・技術の獲得と「それを用いてどのように
社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」という知識・技能の活用により、自
ら考え判断し表現する力とそれを育成するためのアクティブ・ラーニングの重要性
が特筆された。
　これを受け平成29年6月に公示された新学習指導要領解説では、家庭科において、
現行と同様に「グローバル化や少子高齢化の進展、持続可能な社会の構築等、今後
の社会の急激な変化に主体的に対応することができる資質・能力の育成」が求めら
れた。
（２）大学教育
　2014年にスーパーグローバル大学の指定を受けた岡山大学では、知識基盤社会や
グローバル化社会を支える高度な専門知識と知的な素養を備えた人材育成のための
教育改革として、アクティブ・ラーニングや留学を促進する60分４学期制が平成28
年度から導入され、「世界に通用する人材養成」が目指されている。
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２　本研究の目的
　本研究は、前述した岡山大学の教育改革の一環として行われた教養教育改革にお
いて、新たに教育学部に求められた「現代の教育的課題」の授業科目として、家庭
科教育学と家庭科内容学（被服学）を担当している佐藤と篠原が開発した“ESDを視
点とした家庭科授業”の中からアクティブ・ラーニングを核とする２種のProject１）
２）３）を基盤として構築した授業「生活と環境」の平成28年度の実践と結果を報告し、
この授業を通して受講学生が何を獲得したのかを検討する。
Ⅱ　「教育の現代的課題(生活と環境)」の概要
　　シラバスに掲載した授業の概要・学習目標は、以下の通りである。
１　授業の概要
　持続可能な社会の構築に向けて、「自分⇔環境」の視点から、(家庭)生活を再考する。
関連する家政学の研究を紹介し、ProjectⅠ「環境と衣服の着方」ならびにProject
Ⅱ「Flour Baby Project」(以下、FBP)のアクティブ・ラーニングを通して、持続可
能な生活の創造を探求し、人間開発をめざす。
２　学習目標
　家政学の基本的な考え方を理解し、探求学習を通して(家庭)生活に関する科学的
知識を構築し、持続可能な生活を創造する生活者としてのものの見方・考え方を獲
得する。
Ⅲ　「生活と環境」の実践と結果
　「生活と環境」の授業は、３学期(10月３日～ 11月28日)月曜日５・６時間目(14時
～ 16時10分)に、一般教育棟(ProjectⅠ)と教育学部本館家政教育演習室(ProjectⅡ)
で行った。以下、実践の概要を、授業で使用したパワーポイントと学生が作成した
資料等で説明したい。
１　１時間目：イントロダクション
　本授業は、実験と実習を含むため、受講者数
24名の制限を設けていた。受講希望者から抽選
が行われ、受講登録をした学生は24名であった
が、１時間目の授業に出席した学生は11名であっ
た。学生との合意のもと性別・学部を考慮し、
表１に示す４グループを編成した後に、本授業
の目的と概要説明を行った。（資料１・PP1 ～ 8）
２　２～８時間目：ProjectⅠ「環境と衣服の着
方」
　2時間目からProjectⅠに入った。最初に、教
表１ グループ編成 
班 性別 学部 学年 
１ 男 薬 １ 
女 教育 １ 
男 経済 １ 
２ 男 理 ４ 
女 法 １ 
男 経済 １ 
３ 男 経済 １ 
男 工学 ４ 
女 農 １ 
４ 男 法 １ 
女 経済 １ 
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師が「環境と衣服の着方」の概要を説明した後に、グループでデジタル紫外線強度
計を用いて「自身が環境と衣服の着方」を考えるための実験の計画を立案させた。(資
料２・PP9 ～ 18)
　3・4時間目には、実験材料となる衣服を学生各自が持ちより、計画に従いグルー
プ別に戸外で実験を行った(資料２・PP19①②③)。実験結果をグループで確認し、
各自で分析・考察を行い、レポートにまとめることを次時までの課題とした。
　5・6時間目には、各自で行った分析・考察をグループで共有し、プレゼンテーショ
ン用のパワーポイント等を作成した。（資料２・PP20 ～ 23）
　7・8時間目には、グループ毎に10分間でプレゼンテーションと質疑・応答を行った。
（資料２・PP19④⑤⑥、PP24 ～ PP26）
　最後に、教師が4グループの結果をまとめ、実験と考察の問題点を指摘し、補足説
明を行いProjectⅠを終了した。（資料２・PP27 ～ 28）
３　９～ 15時間目：ProjectⅡ「FBP」
　９・10時間目に教師がFBPの概要を説明し、FBP実践を記録するBaby Journal(BJ)
を学生に渡し（資料４）、実践のための準備事項・物を告げた。（資料３・PP29 ～
43）
　11・12時間目に、学生は、自分の出生時と同じ重さのFlour Baby(FB)を作成し、
親子写真を撮った後（資料３・PP44 ～ 45）、FBを抱いて校舎内外散歩し、BJの質問
に答えた後に、自分のFBを教師に預けた。（資料４・pp.1 ～ 8）
　その週の金曜日の放課後、学生は各自のFBを教師から受け取り自宅に連れて帰り、
土・日曜日とFBと共に生活した。（資料４・pp.9 ～ 12）
　月曜日の13・14時間目の授業にFBを抱いて出席し、テーマ１「大学生としての今
の自分が、なぜここに存在しているのか」とテーマ２「親になる子どもを持つとは」
に関してディスカッションを行い、レポート課題「自分が親になる子どもを持つと
いうことと我が国の少子化問題について」を確認した。（資料４・pp.13 ～ 17）
　15時間目には、各自で作成したレポートに基づきディスカッションを行った。最
後に、実践した２つのプロジェクトの意義について確認し、全授業を終了した。（資
料４・pp.17 ～ 18）
Ⅳ　「生活と環境」の評価と今後の課題
１「生活と環境」の評価
　以上の授業の結果に関しては、学生が毎授業終了時に課題等を書いて提出したシャ
トルカード、ProjectⅠ・Ⅱで作成したレポート、15時間の授業をまとめたプロジェ
クトレポート及び大学で実施している授業評価アンケートを分析した。
（１）２つのプロジェクトで学生が何を獲得したのか
　授業の初回と最終回のシャトルカードの記述内容は、表２に示す通りである。
　シャトルカードの記述からは、以下の点を学生が獲得したと考えられた。
①プロジェクト１：環境と衣服の着方
 今までネットやテレビなどでしか受け取れなかった「紫外線の問題とその対策」に
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ついて、自分達が着用している衣服を用いて実際に実験し、データとして得ることで、
新しい発見をすると共に、「何が問題で、それに対して何を自分達ですることができ
るのか」という解決策を考え、理解することができた。
②プロジェクト２：FBP
　実際に自分が生まれた時の重さのFBを世話することで、親になること、子どもを
持つということが責任感と使命感を伴うものであることを体験を通して深く考える
ことができた。日本で問題となっている「子どもを産み育てる」ということにも興
味が沸き、自分が将来、子どもを持った時には、この経験を活かしていきたい。
③２つのプロジェクトを通して
　自分が知っているようで、物事の本質が見えていないことがあるということが分
かった。自分の意識や考えが変わった。将来いろいろな意思決定をする上で、この
２つのプロジェクトはきっと何等かの影響を与えると思う。
（２）なぜ、学生はプロジェクトを通して、自分の見方・考え方を変えることができ
たのか
　（１）の要因を「授業評価アンケート」とシャトルカードの記述から考えると、以
下の３点に起因していると考えられた。
　第一は、「自分達が実際に実験・実践を行い、結果をまとめて発表した」ことである。
第二は、「学部や学年も異なる急造のグループで、コミュニケーションをとりながら
協同活動によって、実験やプレゼンを行うことができ、自信になった」ことであり、
「大学に入って、みんなで考える機会が余りなかったので、グループやクラス全体で
話し合いをすることが楽しく、自分の考えを見つめなおすきっかけとなった」こと
が第三の要因として読み取れた。
（３）学生の家庭科に対する考え方はどのように変わったのか
　シャトルカードの記述から、２つのプロジェクトを通して、学生の家庭科に対す
る考え方には次のような変化がみられた。
　初回のシャトルカードの記述からは、家庭科は、「裁縫・料理などの作業を通して
日常生活を送る知識・技術を身に付ける教科」「座学より実践の多い教科」「友達と
協力する必要がある教科」「大人になって生活する上で必要なことを学ぶ教科」であ
るという、考え方がみられた。
　それらの考え方は、最終回のシャトルカードでは、家庭科は、「社会問題・環境問
題など現代社会で必要な内容を取り扱う教科」「日常の問題を心で感じ自分で考える
ことが主体の教科」「自分がどう生きていくかビジョンを広げるための教科」「理想
の生き方をするためには、どのような力や環境が必要なのかを学ぶ教科」に変わっ
ていた。
２　今後の課題
　以上から、本授業を受講した学生は、現在、地球レベルで解決が求められている「環
境問題」「少子化」をテーマとした２つのプロジェクトで、大学に入ってほとんど行
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う機会のなかった個人及びグループでの実験・実習に取り組み、その結果をグルー
プやクラス全体で話し合っていくというアクティブ・ラーニングによって、２つの
問題に対する理解を深め、自身の見方・考え方を変えていくことが可能となっていた。
　さらに、この学びを通して、自身の今後の生き方を、周囲との関係性で捉え、自
らで意思決定し、行動していく必要があることに気付くことができたと考えられた。
　授業評価アンケートにおいて、学生は「生活と環境」の授業の満足度を4.3/5.0と
評価していた。今後は、本授業で学生の評価したアクティブ・ラーニングを大切に
しつつ、家政学・家庭科教育の視点から「現代の教育問題」を探求できる新たなプ
ロジェクトを開発していくことが課題となる。
参考・引用文献
１ ）篠原・久保・信清・佐藤（2012）「ESD(持続発展教育)を視点とした家庭科教育
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本教科教育学会誌、第34巻、第4号、pp.9-18.
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ｃａ
ｔｉｏ
ｎ
Ｈ
ｏｍ
ｅ
Ｅ
ｃｏ
ｎｏ
ｍ
ｉｃ
ｓ
Ｅ
ｄｕ
ｃａ
ｔｉｏ
ｎ
教
育
学
各
教
科
固
有
の
科
学
・学
問
家
政
学
ね
ら
い
：科
学
的
な
認
識
の
形
成
↑
原
理
：家
政
学
に
基
づ
く法
則
理
論
の
系
統
的
学
習
家
庭
生
活
に
関
す
る
科
学
的
な
認
識
の
形
成
が
✔
学
校
教
育
の
目
的
・
目
標
→
教
育
基
本
法
→
学
校
教
育
法
教
育
課
程
→
学
習
指
導
要
領
→
教
科
書
←
家
庭
科
を
学
ぶ
意
味
（独
自
性
）
5
8
家
庭
生
活
学
習
者
人 狭
義
の
環
境
物
※
↔
相
互
の
関
係環
境
家
族
子
ど
も
資
源
住
居
被
服
食
物
家
族
関
係
学
児
童
学
家
庭
経
営
学
住
居
学
被
服
学
食
物
学
家
政
学
の
研
究
領
域
家
庭
生
活
世
界
学
習
者
人 狭
義
の
環
境
物
※
↔
相
互
の
関
係環
境
家
族
子
ど
も
資
源
住
居
被
服
食
物
家
族
関
係
学
児
童
学
家
庭
経
営
学
住
居
学
被
服
学
食
物
学
家
政
学
の
研
究
領
域
現 在 未 来
持 続 可 能 な 発 展
《課
題
》
・環
境
問
題
・少
子
高
齢
化 な
ど
世
界
日
本
日
本
Ｐ
ｒｏ
ｊｅ
ｃｔ
１
：環
境
と
衣
服
の
着
方
Ｐ
ｒｏ
ｊｅ
ｃｔ
２
：F
lo
ur
 B
ab
y 
Pr
oj
ec
t
教
育
の
現
代
的
課
題
（生
活
と
環
境
）
20
16
年
3学
期
（D
41
教
室
）
担
当
教
育
学
研
究
科
佐
藤
園
，
篠
原
陽
子
1
教
養
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
・Ⅱ
資
料
１
4
中
教
審
答
申
（平
成
１
８
年
）
２
１
Ｃ
「知
識
基
盤
社
会
」
「競
争
」
「共
存
・協
力
」
少
子
・高
齢
化
問
題
環
境
問
題
世
界
・我
が
国
が
持
続
可
能
な
発
展
「開
か
れ
た
個
」の
育
成
（自
己
↔他
者
、
社
会
、
自
然
・環
境
）
学
校
教
育
の
社
会
的
使
命
→
未
来
の
日
本
・世
界
を
支
え
る
人
材
育
成
＝
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
充
実
改
善
・充
実
「資
源
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
」
家
庭
科
２
．
家
庭
科
の
役
割
２
．
教
育
課
題
と
し
て
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
7
家
族
関
係
学
保
育
学
家
庭
経
営
学
住
居
学
被
服
学
食
物
学
研
究
分
野
家
政
学
定
義
「（
家
庭
）生
活
の
営
み
」
環
境
人
間
人 狭
義
の
環
境 物
↑
↓家
庭
科
の
内
容
法
則
・理
論
の
系
統
的
組
織
＝
領
域
（ス
コ
ー
プ
）
家
族
子
ど
も
（乳
幼
児
）
資
源
（金
銭
・時
間
）
住
居
被
服
食
物
║
児
童
「開
か
れ
た
個
」
自
己
と
環
境
と
の
関
係
性
に
お
い
て
生
活
を
営
む
上
で
生
じ
た
問
題
に
対
し
て
家
政
学
の
各
研
究
分
野
で
解
明
さ
れ
た
法
則
・理
論
に
基
づ
き
，
よ
り
科
学
的
な
意
思
決
定
を
行
い
，
そ
の
解
決
を
考
え
さ
せ
て
い
くこ
と
↓
家
庭
科
：「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
意
識
し
た
意
思
決
定
」
家
庭
科
― 115 ―
あ
な
た
の
衣
生
活
に
お
け
る
新
し
い
視
点
の
導
入
12
`
Ｓ
Ｄ
と
ES
D
Ｓ
Ｄ
（S
us
ta
in
ab
le
 D
ev
el
op
m
en
t；
持
続
可
能
な
開
発
）と
は
「将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く，
現
在
の
世
代
の
ニ
ー
ス
を
満
た
す
開
発
」
(国
連
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
，
19
87
）
「人
間
を
支
え
る
生
態
系
が
有
す
る
能
力
の
範
囲
内
で
営
み
な
が
ら
，
人
間
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」
(IU
C
N/
UN
EP
/W
W
F,
19
91
)
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（E
du
ca
tio
n 
fo
r 
Su
st
ai
na
bl
e 
D
ev
el
op
m
en
t；
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
）と
は
そ
の
た
め
の
教
育
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
あ
る
．
環
境
的
視
点
，
経
済
的
視
点
，
社
会
文
化
的
視
点
か
ら
，
よ
り
質
の
高
い
生
活
を
次
世
代
も
含
む
全
て
の
人
々
に
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き
る
開
発
や
発
展
を
目
指
し
た
教
育
で
あ
る
．
持
続
可
能
な
未
来
や
社
会
の
構
築
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
の
育
成
を
目
的
と
す
る
．
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
衣
生
活
を
営
み
た
い
で
す
か
？
あ
な
た
が
衣
服
に
よ
る
紫
外
線
対
策
を
提
案
す
る
!!
1510
月
3日
①
課
題
設
定
`
そ
の
知
識
が
本
当
に
正
し
い
か
？
（科
学
的
根
拠
）
`
そ
の
知
識
は
役
立
つ
の
か
？
（課
題
解
決
）
②
解
決
方
法
の
決
定
`
ど
の
よ
う
に
解
明
す
る
の
か
？
（科
学
的
手
順
）
`
実
験
計
画
書
作
成
10
月
17
日
③
実
験
10
月
24
日
④
各
自
実
験
結
果
の
ま
と
め
⇒
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
10
月
31
日
⑤
プ
レ
ゼ
ン
準
備
⇒
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
あ
な
た
が
衣
服
に
よ
る
紫
外
線
対
策
を
提
案
す
る
!!
18
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
〇
ど
の
よ
う
に
検
証
す
る
か
？
実
験
項
目
（
）
実
験
方
法
（
）
実
験
条
件
（
）
○
あ
な
た
の
考
え
る
紫
外
線
対
策
紫
外
線
に
関
す
る
情
報
提
供
機
関
11Ⅰ
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
影
響
指
摘
，
指
標
「Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
Ⅱ
気
象
庁
紫
外
線
の
性
質
，
紫
外
線
情
報
紫
外
線
の
種
類
，
天
気
や
季
節
に
よ
る
違
い
Ⅲ
環
境
省
紫
外
線
対
策
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ま
の
衣
生
活
を
続
け
ま
す
か
？
変
化
す
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
衣
服
を
選
択
し
，
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
そ
の
た
め
に
は
・・
・・
・・
141
1+
極
端
に
強
い
日
中
の
外
出
は
出
来
る
だ
け
控
え
る
．
必
ず
長
袖
シ
ャ
ツ
，
日
焼
け
止
め
，
帽
子
を
利
用
し
よ
う
．
8 -
10
非
常
に
強
い
6-
7
強
い
日
中
は
で
き
る
だ
け
日
陰
を
利
用
し
よ
う
．
出
来
る
だ
け
長
袖
シ
ャ
ツ
，
日
焼
け
止
め
，
帽
子
を
利
用
し
よ
う
3 -
5
中
程
度
1-
2
弱
い
安
心
し
て
戸
外
で
過
ご
せ
ま
す
T a
bl
e 
1 
 U
Vイ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
応
じ
た
紫
外
線
対
策
（環
境
省
20
08
）
衣
服
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
．
ど
の
よ
う
な
衣
服
を
，
ど
の
よ
う
に
着
れ
ば
良
い
の
か
？
評
価
規
準
＊
17
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
＊
IB
/D
P
TO
K（
Th
eo
ry
 o
f K
no
w
le
dg
e）
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
評
価
規
準
よ
り
達
成
度
評
価
現
実
の
状
況
と
の
関
連
づ
け
課
題
の
理
解
実
例
・論
拠
の
取
り
入
れ
方
視
点
・見
方
0
レ
ベ
ル
１
に
達
し
て
い
な
い
．
1-
2
触
れ
て
は
い
る
が
，
現
実
の
状
況
と
の
関
連
付
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
．
い
くら
か
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
．
実
例
や
論
拠
を
取
り
入
れ
る
に
あ
た
り
，
自
分
な
り
の
関
わ
り
方
や
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
示
せ
て
い
な
い
．
少
な
くと
も
２
つ
の
異
な
る
視
点
か
ら
，
あ
る
程
度
探
求
さ
れ
て
い
る
．
3-
4
あ
る
程
度
示
さ
れ
て
い
る
．
適
正
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
．
自
分
な
り
の
関
わ
り
方
が
あ
る
程
度
示
せ
て
い
る
．
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
適
切
に
伝
え
て
い
る
．
異
な
る
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か
明
確
な
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
．
類
似
点
と
相
違
点
の
探
求
が
あ
る
．
5
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
．
優
れ
た
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
．
自
分
な
り
の
関
わ
り
方
が
明
確
に
示
せ
て
い
る
．
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
十
分
に
伝
え
て
い
る
．
異
な
る
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か
満
足
で
き
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
．
関
連
す
る
他
の
分
野
で
の
場
合
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
て
い
る
．
あ
な
た
に
と
っ
て
衣
服
と
は
な
に
か
？
10
あ
な
た
が
衣
服
を
着
る
と
き
何
を
重
視
し
て
い
る
の
か
？
こ
れ
ま
で
衣
服
の
着
用
で
困
っ
た
こ
と
や
問
題
は
な
い
か
？
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
衣
服
の
着
用
が
必
要
〇
地
球
温
暖
化
・環
境
破
壊
・環
境
汚
染
・自
然
災
害
な
ど
⇒
快
適
，
安
全
，
持
続
性
の
あ
る
衣
服
の
着
方
と
は
〇
人
体
へ
の
影
響
ー
「紫
外
線
の
問
題
」
(1
)な
ぜ
紫
外
線
が
問
題
な
の
か
？
(2
)ど
う
し
て
起
こ
っ
た
の
か
？
(3
)あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
か
？
(4
)あ
な
た
の
紫
外
線
対
策
の
効
果
は
？
W
HO
「
UV
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
を
作
成
し
，
紫
外
線
強
度
を
分
か
り
や
す
く
指
標
化
「
UV
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
を
活
用
し
た
紫
外
線
対
策
を
推
奨
気
象
庁
こ
の
指
標
に
基
づ
き
，
紫
外
線
情
報
を
提
供
環
境
省
「
紫
外
線
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
20
08
」
を
刊
行
し
，
具
体
的
な
対
策
を
解
説
13
紫
外
線
は
有
用
で
あ
る
が
，
過
剰
な
場
合
は
有
害
に
も
な
る
．
紫
外
線
の
人
体
へ
の
影
響
は
，
急
性
，
慢
性
の
健
康
影
響
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
：個
人
レ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
16`
①
表
紙
・・
・（
授
業
科
目
名
，
所
属
，
学
生
番
号
，
名
前
）
`
②
目
次
`
③
目
的
`
④
方
法
`
⑤
結
果
`
⑥
考
察
`
⑦
結
論
・・
・（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
を
通
し
て
何
が
分
か
っ
た
か
）
`
⑧
文
献
`
⑨
付
録
・・
・（
配
布
プ
リ
ン
ト
，
プ
レ
ゼ
ン
PP
Tな
ど
）
`
⑩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
に
取
り
組
ん
だ
感
想
佐藤　園・佐藤　大介・篠原　陽子
― 116 ―
12
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
ESDを視点とした家庭科授業開発研究−平成28年度岡山大学教養教育科目「教育の現代的課題（生活と環境）」の実践と検討−
21被
服
の
紫
外
線
透
過
量
の
測
定
L*
a*
b*
充
填
度
UV
透
過
率
%
白
96
.97
  2
.69
  -5
.23
0.3
66
2.1
黒
20
.46
  7
4.2
5 -
5.8
5
0.4
03
2.4
L*
a*
b*
充
填
度
UV
透
過
率
%
白
93
.22
  1
.36
   0
.02
0.2
00
3.1
黒
12
.26
55
.38
-0.
61
0.1
88
1.3
UV
カ
ッ
ト
加
工
衣
料
の
場
合
①
織
物
：シ
ャ
ツ
ブ
ラ
ウ
ス
②
編
物
：ク
ル
ー
ネ
ッ
ク
Tシ
ャ
ツ
24
24
４
班
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
用
PP
（１
）
衣
服
の
紫
外
線
遮
蔽
性
能
を
知
る
27
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
：ま
と
め
「衣
服
に
よ
る
紫
外
線
対
策
」
あ
な
た
が
衣
服
に
よ
る
紫
外
線
対
策
を
提
案
す
る
!!
20
○
結
果
定
量
実
験
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
表
す
か
．
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
か
説
明
す
る
．
○
考
察 な
ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
？
結
果
を
解
釈
す
る
．
○
結
論
得
ら
れ
た
結
論
は
？
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
計
画
書
の
作
成
23
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
`
1. 
テ
ー
マ
の
設
定
理
由
`
2. 
あ
な
た
の
衣
生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
？
`
3. 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
の
意
図
（何
を
伝
え
た
い
の
か
？
）
`
4. 
全
体
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
※
Ａ
４
用
紙
1枚
に
箇
条
書
き
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
10
月
31
日
１
時
間
目
2時
間
目
プ
レ
ゼ
ン
10
分
＋
質
疑
応
答
5分
（4
班
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
ま
と
め
・他
の
班
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
記
入
）
感
想
記
入
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
提
出
（
配
布
用
）
10
月
31
日
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料
（P
ow
er
Po
in
t）
を
10
月
28
日
（金
）1
6：
00
ま
で
に
篠
原
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
送
る
こ
と
．
（当
日
全
員
に
配
布
し
ま
す
）
※
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
，
当
日
，
13
部
印
刷
し
て
持
参
す
る
．
sw
20
@
ok
ay
am
a-
u.
ac
.jp
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
：
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
20
16
.1
0.
31
（
班
：
所
属
学
部
学
生
番
号
氏
名
）
26
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１
：全
くで
き
て
い
な
い
２
：や
や
で
き
て
い
な
い
３
：ど
ち
ら
で
も
な
い
４
：や
や
で
き
て
い
る
５
：で
き
て
い
る
１
班
２
班
３
班
４
班
プ
レ
ゼ
ン
が
論
理
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
Po
w
er
Po
in
tが
分
か
り
や
す
い
か
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
プ
レ
ゼ
ン
の
説
明
が
分
か
り
や
す
い
か
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
班
員
で
協
力
し
て
い
る
か
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
1-
2-
3-
4-
5
各
班
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
19
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⑥
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m
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Su
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M
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se
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ve
 la
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l
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Ti
m
e
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Ti
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e
(m
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)
22結
果
(1
)
表
UV
ラ
ベ
ル
の
紫
外
線
暴
露
L*
a*
b*
 の
測
定
U
Vラ
ベ
ル
に
よ
る
衣
服
の
紫
外
線
透
過
の
測
定
例
25
― 117 ―
30
19
80
年
代
社
会
問
題
＝
10
代
の
妊
娠
→
家
庭
科
に
導
入
→
  生
徒
・保
護
者
が
最
も
熱
中
し
て
取
組
む
家
庭
科
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
O
ve
rla
nd
Tr
ia
l M
id
dl
e 
Sc
ho
ol
：F
lo
ur
 B
ab
y 
Pr
oj
ec
t
小
麦
粉
の
赤
ん
坊
（７
ポ
ン
ド
の
小
麦
粉
を
直
方
体
の
袋
に
詰
め
生
徒
が
各
自
で
顔
を
描
い
た
も
の
）
↓
生
徒
が
５
日
間
連
続
し
て
世
話
を
す
る
毎
日
の
家
庭
科
の
授
業
で
世
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
Ⅰ
Flo
ur
 B
ab
y （
ＦＢ
）と
の
再
会
１
．
19
80
年
代
米
国
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
家
庭
科
授
業
へ
の
Ｆｌ
ｏｕ
ｒ
Ｂ
ａｂ
ｙ
Ｐ
ｒｏ
ｊｅ
ｃｔ
の
導
入
２
．
19
99
年
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
の
ＦＢ
と
の
再
会
33
保
護
者
の
方
へ
ＦＢ
Ｐ
の
実
施
に
つ
い
て
Ｂ
ａｂ
ｙ
Ｊｏ
ｕｒ
ｎａ
ｌ
(Ｆ
Ｂ
養
育
日
記
）
２
．
大
学
生
に
対
す
る
ＦＢ
Ｐ
の
概
要
と
実
施
方
法
→
米
国
の
Ｏ
ＴＭ
Ｓ
で
の
ＦＢ
Ｐ
の
追
試
①
②
ＦＢ
Ｐ
の
目
的
ＦＢ
養
育
ル
ー
ル
１
．
健
康
診
断
の
た
め
、
毎
日
の
授
業
に
ＦＢ
を
連
れ
て
くる
こ
と
。
２
．
あ
な
た
が
１
日
中
、
ＦＢ
の
世
話
を
す
る
こ
と
。
友
達
に
ＦＢ
の
世
話
を
任
せ
て
は
い
け
な
い
。
３
．
学
校
の
昼
食
か
体
育
の
時
間
に
１
時
間
だ
け
ＦＢ
を
あ
な
た
の
ロ
ッ
カ
ー
で
昼
寝
さ
せ
て
も
よ
い
。
４
．
喧
嘩
や
欲
求
不
満
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
含
め
、
１
週
間
の
日
記
を
つ
け
る
こ
と
。
５
．
学
校
が
終
わ
り
、
１
日
に
２
時
間
だ
け
、
１
時
間
50
セ
ン
ト
で
子
守
り
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
。
６
．
ＦＢ
は
、
毎
日
、
親
と
共
に
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
７
．
誰
の
ＦＢ
に
対
し
て
も
、
殴
っ
た
り
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
せ
て
は
い
け
な
い
！
！
そ
の
結
果
ど
う
な
る
か
を
考
え
な
さ
い
。
生
徒
の
名
前
：
こ
こ
に
サ
イ
ン
を
し
て
下
さ
い
：
（保
護
者
の
サ
イ
ン
）
36
４
日
目
（続
き
）
問
17
あ
な
た
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
責
任
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
か
？
５
日
目
問
18
あ
な
た
は
ＦＢ
と
別
れ
る
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
何
故
で
す
か
？
問
19
ＦＢ
の
親
に
な
っ
て
、
あ
な
た
が
学
ん
だ
最
も
重
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？
問
20
あ
な
た
は
親
に
な
る
準
備
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
何
故
で
す
か
？
問
21
あ
な
た
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
真
剣
に
取
り
組
め
ま
し
た
か
？
そ
れ
は
、
何
故
で
す
か
？
正
直
に
書
い
て
下
さ
い
。 計
２
１
問
Ｂ
Ｊの
質
問
項
目
（続
き
）
29
家
庭
科
授
業
開
発
研
究
－
家
庭
科
保
育
学
習
の
導
入
授
業
と
し
て
の
Flo
ur
 B
ab
y P
ro
jec
t の
実
践
と
検
討
－
岡
山
大
学
教
育
学
部
家
政
教
育
講
座
佐
藤
園
資
料
３
32
Ⅱ
大
学
生
に
対
す
る
ＦＢ
Ｐ
の
実
施
１
．
米
国
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
ＦＢ
Ｐ
の
問
題
点
よ
り
実
際
の
赤
ん
坊
に
近
い
ＦＢ
を
作
成
す
る
た
め
に
・理
科
の
実
験
で
使
用
す
る
ビ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
・自
分
が
誕
生
し
た
時
の
体
重
に
相
当
す
る
重
さ
の
小
麦
粉
リ
ボ
ン
等
で
首
の
部
分
を
結
び
、
顔
と
胴
体
を
作
る
各
自
で
顔
を
書
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
等
で
包
ん
だ
も
の
を
ＦＢ
と
し
て
使
用麻
薬
の
運
び
人
に
間
違
え
ら
れ
る
か
ら
ＦＢ
を
連
れ
て
歩
き
た
くな
い
ＦＢ
を
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
小
脇
に
抱
え
て
持
ち
歩
く
投
げ
上
げ
て
遊
ぶ
教
師
か
ら
７
ポ
ン
ド
の
小
麦
粉
を
入
れ
た
直
方
体
の
袋
が
ＦＢ
と
し
て
渡
さ
れ
る
↓
生
徒
が
そ
れ
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
顔
を
書
く
小
麦
粉
＝
命
の
源
35
１
日
目
問
１
あ
な
た
の
ＦＢ
の
性
は
、
あ
な
た
が
望
ん
だ
も
の
で
し
た
か
？
な
ぜ
、
あ
な
た
は
そ
の
性
を
望
ん
だ
の
で
す
か
？
問
２
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
な
た
の
ＦＢ
に
起
こ
る
と
思
い
ま
す
か
？
問
３
あ
な
た
の
ＦＢ
に
責
任
を
持
っ
た
今
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
、
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
か
？
２
日
目
問
４
あ
な
た
が
こ
の
24
時
間
に
経
験
し
た
こ
と
を
書
い
て
下
さ
い
。
問
５
ど
の
よ
う
な
時
に
、
人
が
あ
な
た
の
ＦＢ
を
見
た
り
、
凝
視
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
？
問
６
ど
ん
な
時
に
、
あ
な
た
は
ＦＢ
を
連
れ
て
い
る
の
が
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
か
？
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？
問
７
昨
夜
、
子
守
を
雇
っ
た
人
：な
ぜ
、
あ
な
た
は
子
守
を
雇
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？
ど
れ
位
の
時
間
、
あ
な
た
の
ＦＢ
を
預
け
ま
し
た
か
？
誰
に
預
け
ま
し
た
か
？
問
８
な
ぜ
、
人
が
親
に
な
る
時
に
、
自
分
の
家
族
は
重
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
３
日
目
問
９
あ
な
た
は
こ
の
24
時
間
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
ま
し
た
か
？
問
10
こ
の
24
時
間
で
ど
ん
な
面
倒
な
こ
と
を
経
験
し
た
か
書
い
て
下
さ
い
。
問
11
ＦＢ
を
育
て
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
要
素
が
欠
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
ＦＢ
の
親
で
あ
る
こ
と
で
良
い
点
と
悪
い
点
を
挙
げ
て
下
さ
い
。
問
12
も
し
、
あ
な
た
が
本
当
に
十
代
で
親
に
な
っ
た
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
事
を
あ
き
ら
め
た
り
変
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
問
13
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
あ
な
た
の
人
生
の
目
標
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
４
日
目
問
14
あ
な
た
は
こ
の
24
時
間
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
ま
し
た
か
？
問
15
こ
の
24
時
間
で
ど
ん
な
面
倒
な
こ
と
を
経
験
し
た
か
書
い
て
下
さ
い
。
問
16
あ
な
た
が
独
立
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
て
くれ
る
人
に
ど
れ
位
お
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
家
族
に
は
頼
れ
ま
せ
ん
。
１
年
間
の
費
用
を
計
算
し
て
下
さ
い
。
（多
くの
経
験
を
持
っ
て
い
る
あ
な
た
の
両
親
か
ら
助
言
を
も
ら
っ
て
下
さ
い
）
Ｂ
Ｊの
質
問
項
目
衣
服
に
よ
る
紫
外
線
対
策
28`
(1
)
衣
服
に
は
紫
外
線
を
遮
蔽
す
る
効
果
が
あ
る
`
(2
)
衣
服
を
構
成
す
る
布
の
状
態
に
よ
っ
て
、
紫
外
線
の
透
過
率
（透
過
量
）は
異
な
る
`
(3
)
衣
服
の
紫
外
線
透
過
量
は
季
節
、
場
所
、
天
気
に
よ
っ
て
異
な
る
`
(4
)
衣
服
の
紫
外
線
遮
蔽
の
特
徴
を
理
解
し
、
U
Vイ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
応
じ
た
紫
外
線
対
`
策
が
大
切
11
+
極
端
に
強
い
日
中
の
外
出
は
出
来
る
だ
け
控
え
る
．
必
ず
長
袖
シ
ャ
ツ
，
日
焼
け
止
め
，
帽
子
を
利
用
し
よ
う
．
8-
10
非
常
に
強
い
6-
7
強
い
日
中
は
で
き
る
だ
け
日
陰
を
利
用
し
よ
う
．
出
来
る
だ
け
長
袖
シ
ャ
ツ
，
日
焼
け
止
め
，
帽
子
を
利
用
し
よ
う
3-
5
中
程
度
1-
2
弱
い
安
心
し
て
戸
外
で
過
ご
せ
ま
す
自
己
評
価
自
分
で
立
て
た
目
標
の
達
成
度
を
評
価
し
，
な
ぜ
そ
う
評
価
す
る
の
か
理
由
を
示
す
．
Ａ
達
成
度
Ｂ
理
由
31
イ
ギ
リ
ス
ア
メ
リ
カ
・サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
34③
学
生
が
自
分
の
ＦＢ
を
作
る
④
Ｂ
ａｂ
ｙ
Ｊｏ
ｕｒ
ｎａ
ｌ
１
週
間
、
活
動
の
記
録
を
つ
け
て
下
さ
い
。
あ
な
た
が
し
た
こ
と
、
ど
ん
な
面
倒
な
こ
と
欲
求
不
満
が
あ
っ
た
の
か
、
他
の
人
か
ら
ど
ん
な
反
応
が
あ
っ
た
の
か
、
等
。
毎
日
、
質
問
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
経
験
や
感
じ
た
事
で
解
答
し
て
下
さ
い
。
１
日
の
記
録
の
最
後
に
、
あ
な
た
が
ＦＢ
を
家
に
連
れ
て
帰
り
世
話
を
し
た
と
い
う
証
明
の
た
め
に
保
護
者
か
ら
署
名
を
も
ら
う
こ
と
。
土
日
を
含
む
連
続
５
日
間
ル
ー
ル
に
従
い
ＦＢ
の
世
話
を
す
る
１
日
の
終
わ
り
に
は
、
Ｂ
Ｊを
記
述
す
る
佐藤　園・佐藤　大介・篠原　陽子
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12
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
ESDを視点とした家庭科授業開発研究−平成28年度岡山大学教養教育科目「教育の現代的課題（生活と環境）」の実践と検討−
39
（２
）Ｆ
Ｂ
Ｐ
の
教
材
と
し
て
の
意
味
①
子
ど
も
に
対
す
る
責
任
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
何
か
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
・Ｆ
Ｂ
が
い
る
だ
け
で
、
自
分
の
普
段
の
生
活
が
制
限
さ
れ
る
・不
便
で
あ
る
・Ｆ
Ｂ
を
疎
ま
し
く感
じ
る
↓
・ し
か
し
、
そ
れ
を
我
慢
し
て
も
ＦＢ
を
世
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
②
自
分
の
人
生
の
目
標
・
や
り
た
い
事
を
諦
め
た
り
変
更
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
→
現
在
、
自
分
が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
は
無
理
で
あ
る
ＦＢ
が
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
…
泣
く、
飲
む
、
排
泄
も
す
る
か
ら
こ
の
何
倍
も
大
変
だ
ろ
う
③
大
変
さ
子
育
て
の
大
変
さ
親
に
な
る
こ
と
の
大
変
さ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
時
は
特
設
ベ
ッ
ト
に
寝
か
せ
て
い
た
が
、
殆
ど
面
倒
み
れ
な
か
っ
た
。
す
ご
い
育
児
放
棄
な
母
親
だ
。
④
自
分
の
親
に
対
す
る
思
い
⑤
子
ど
も
に
対
す
る
責
任
は
自
分
一
人
で
は
果
た
せ
な
い
→
家
族
や
他
の
人
の
協
力
の
必
要
性
自
分
自
身
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
親
が
ど
れ
ほ
ど
苦
労
し
た
の
か
を
考
え
た
自
分
の
親
は
自
分
を
育
て
る
た
め
に
大
変
な
苦
労
を
し
、
お
金
や
時
間
を
犠
牲
に
し
て
い
た
の
だ
な
あ
と
感
じ
た
自
分
を
犠
牲
に
し
て
、
子
ど
も
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
親
に
な
る
＝
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
今
の
自
分
に
は
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
、
ま
た
経
済
的
に
も
そ
の
資
格
が
な
い
42
中
学
校
高
等
学
校
家
庭
科
保
育
学
習
の
導
入
授
業
と
し
て
ＦＢ
Ｐ
の
開
発
大
学
教
員
↔
学
生
中
・高
等
学
校
教
員
↔
生
徒
地
域
社
会
保
護
者
45
以
下
の
FB
が
い
ま
す
。
自
分
の
生
ま
れ
た
時
の
体
重
に
最
も
近
い
FB
を
選
ん
で
下
さ
い
。
体
重
Ａ
３
，
４
５
０
ｇ
Ｂ
３
，
２
５
０
ｇ
Ｃ
３
，
２
０
０
ｇ
Ｄ
３
，
１
５
０
ｇ
Ｅ
３
，
１
５
０
ｇ
Ｆ
３
，
１
５
０
ｇ
Ｇ
３
，
１
２
０
ｇ
Ｈ
３
，
１
０
０
ｇ
Ｉ
３
，
０
５
０
ｇ
Ｊ
３
，
０
５
０
ｇ
Ｋ
２
，
９
５
０
ｇ
Ｌ
２
，
９
５
０
ｇ
Ｍ
２
，
６
５
０
ｇ
38
４
．
ＦＢ
Ｐ
実
施
結
果
の
検
討
→
学
生
が
記
述
し
た
Ｂ
Ｊ＋
ＦＢ
Ｐ
終
了
後
の
学
生
の
感
想
（１
）Ｆ
Ｂ
の
真
実
性 小
麦
粉
と
ゴ
ム
風
船
か
ら
作
っ
た
赤
ん
坊
本
物
の
赤
ん
坊
で
は
な
い
愛
着
が
わ
い
た
か
わ
い
い
重
さ
も
手
触
り
も
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
に
似
て
い
る
ＦＢ
を
抱
い
て
い
る
時
は
、
優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
①
ＦＢ
の
改
良
②
ＦＢ
の
重
さ
＝
自
分
の
誕
生
時
③
ＦＢ
を
自
分
で
作
成
し
顔
を
描
く
④
Ｂ
Ｊで
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
て
の
学
生
が
ＦＢ
に
名
前
を
つ
け
る
41
中
学
校
に
お
け
る
家
族
・保
育
学
習
の
投
げ
入
れ
導
入
授
業
と
し
て
の
ＦＢ
Ｐ
の
開
発
段
階
第
３
段
階
第
４
段
階
第
５
段
階
第
６
段
階
位
置
付
け
必
修
「
家
庭
分
野
」
対
象
第
３
学
年
全
生
徒
第
２
学
年
全
生
徒
授
業
内
容
授
業
①
(５
０
分
)
２
～
５
週
間
授
業
②
(５
０
分
)
１
日
～
２
週
間
授
業
③
(５
０
分
)
授
業
①
(５
０
分
×
２
)
週
末
の
休
日
：
家
庭
で
養
育
２
週
間
授
業
②
(５
０
分
×
２
)
Ｆ
Ｂ
体
重
自
分
の
出
生
時
の
体
重
で
は
な
い
自
分
の
出
生
時
の
体
重
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
し
あ
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
あ
り
あ
り
※
保
護
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
活
用
第
１
段
階
：総
合
的
な
学
習
の
時
間
「Ｅ
Ｒ
」→
第
２
学
年
女
子
２
０
名
第
２
段
階
：選
択
教
科
「家
庭
」→
第
３
学
年
女
子
１
６
名
本
報
告
41
44
１
１
月
１
４
日
（月
）の
講
義
予
定
５
時
間
目
①
B
ab
y 
Jo
ur
na
l
の
１
頁
「F
B
養
育
ル
ー
ル
」を
読
み
、
サ
イ
ン
す
る
②
班
で
協
力
し
て
、
FB
を
つ
くる
（調
理
室
）
③
FB
と
の
親
子
写
真
を
撮
る
④
FB
を
抱
い
て
B
Jの
４
～
５
頁
に
記
入
・質
問
に
答
え
る
６
時
間
目
①
FB
を
抱
い
て
、
構
内
を
散
歩
す
る
ト
イ
レ
の
個
室
に
入
る
→
１
階
ま
で
降
り
て
、
ピ
オ
ー
ネ
で
買
い
物
を
す
る
→
教
室
に
戻
っ
て
くる
②
B
Jの
７
頁
の
質
問
に
答
え
る
③
金
・土
・日
曜
日
の
動
き
を
確
認
す
る
④
FB
の
預
か
り
札
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
FB
と
共
に
預
け
る
金
曜
日
教
育
学
部
本
館
２
３
７
の
前
に
FB
を
受
け
取
り
に
くる
安
全
に
注
意
し
て
、
FB
と
共
に
自
宅
に
戻
る
土
・日
曜
日
養
育
ル
ー
ル
に
従
い
、
FB
と
共
に
過
ご
す
１
日
の
終
わ
り
に
は
、
B
Jの
質
問
に
答
え
る
B
J９
頁
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
１
１
月
２
１
日
（月
）F
B
と
共
に
大
学
に
登
校
し
、
５
時
間
目
の
授
業
に
FB
を
抱
い
て
くる
37３
．
ＦＢ
Ｐ
の
実
施
実
施
期
間
20
00
年
10
月
～
12
月
20
01
年
６
月
～
７
月
対
象
者
・岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
１
年
次
生
５
名
（男
１
名
、
女
４
名
）
・大
学
院
進
学
決
定
教
育
学
部
家
庭
専
攻
・専
修
生
４
年
次
生
２
名
（男
１
名
、
女
１
名
）
・岡
山
大
学
教
育
学
部
「中
等
家
庭
科
授
業
研
究
」履
修
者
２
年
次
生
６
名
（男
１
名
、
女
５
名
）
計
１
３
名
（男
３
名
、
女
１
０
名
）
40
子
育
て
は
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い
子
育
て
の
責
任
＝
親
の
役
割
子
育
て
や
親
に
な
る
こ
と
の
大
変
さ
子
育
て
を
含
め
た
自
分
の
生
き
方
・将
来
設
計
現
在
の
自
分
に
は
、
親
に
な
り
子
ど
も
を
持
つ
資
格
は
な
い
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
協
力
が
必
要
ＦＢ
Ｐ
で
学
生
が
獲
得
し
た
認
識
ＦＢ
Ｐ
は
、
自
分
に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
、
有
意
義
だ
っ
た
ＦＢ
Ｐ
を
家
庭
科
に
取
り
入
れ
た
場
合
、
生
徒
は
様
々
な
こ
と
を
学
べ
る
の
で
は
本
物
の
自
分
の
子
ど
も
が
で
き
た
ら
、
し
っ
か
り
抱
い
て
や
ろ
う
と
思
う
自
分
が
親
に
な
る
自
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
た
と
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
自
分
に
な
っ
た
時
、
何
を
差
し
置
い
て
も
子
ど
も
を
守
れ
る
よ
う
な
強
い
母
親
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
中
・高
等
学
校
家
庭
科
保
育
学
習
へ
の
ＦＢ
Ｐ
の
段
階
的
導
入
43
本
日
、
み
な
さ
ん
に
意
思
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
FB
P
①
７
日
バ
ー
ジ
ョン
or
②
土
日
（２
日
）バ
ー
シ
ョン
来
週
ま
で
に
準
備
し
て
くる
こ
と
（も
の
）
①
自
分
の
生
ま
れ
た
時
の
体
重
②
小
麦
粉
が
付
着
し
て
も
大
丈
夫
な
服
装
③
FB
を
くる
む
バ
ス
タ
オ
ル
等
④
首
に
ま
くリ
ボ
ン
or
バ
ン
ダ
ナ
・ハ
ン
カ
チ
⑤
装
飾
用
リ
ボ
ン
or
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
等
来
週
は
、
自
分
の
FB
を
つ
くり
ま
す
。
教
育
学
部
本
館
４
F
４
０
７
室
（会
議
室
）に
集
ま
っ
て
下
さ
い
。
（教
育
学
部
正
面
玄
関
→
エ
レ
ベ
ー
タ
→
右
手
突
き
当
た
り
）
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資料４
Flour Baby Project
２０１６
学部 学生番号
氏名
- 7 -
ベイビーと散歩
地図に沿ってベイビーと一緒に散歩しよう
購買
〈１階〉 家
格技室 トイレ 被服教室 調理教室 図書室
研
第１ 第２ 理 第３ 国
ダンス室 事務室
理科教室 理科教室 研 理科教室 研
〈２階〉 英
トイレ 会議室 ＭＬ教室
研
応 校 音
放送室 教員室 接 長 音楽教室
室 室 研
スタート 調理教室 上靴に履き替えて玄関方向に進む
① ト イ レ 個室に入って手を洗う
② 階 段 ２階に上がる
③ ２階廊下 静かに通る
④ 階 段 １階に下りる
⑤ 購 買 フラットファイルを購入する
⑥ 調理教室 スリッパに履き替えて教室に入る
※他の授業の迷惑にならないようによく考えて行動しよう
- 4 -
フラワーベイビーの誕生
班のみんなで協力しよう！
①ビッグバルーンの重さが自分が産まれた時
の体重と同じ重さになるように、小麦粉の
量を調整する
②口を輪ゴムでくくる
＊しっかりくくらないと小麦粉が出てくる
＊中の空気は抜く
③真ん中あたりにくびれをつくり、ゆるく輪
ゴムをかける
＊顔と胴にわかれる
④メンディングシートにマジックで顔を描く
⑤描いた部分を切り取り、顔の位置に貼る
＊小麦粉が付いているとはがれてしまう
おくるみを着せたら、ベイビー
と一緒に親子写真を撮ろう！
 
- 2 -
これからあなたは、フラワーベイビーの“親”になります。
ベイビーを本当の赤ちゃんだと思って世話をしてください。
この活動を通して、自分の成長と家族や周囲の人々との
関わりについて考えてみましょう。
フラワーベイビー養育ルール
ベイビーの“親”になるにあたり、以下のルールを必ず守ってください。
① あなたがベイビーの世話をすること。
友だちにベイビーを渡して世話をさせ
たり育児放棄をしたりしてはいけない。
② 誰のベイビーに対しても、殴ったり
ひどい目にあわせたりするなどの虐待
をしてはいけない。
③ 休日はベイビーと共に家に帰り世話
をすること。その間、できるだけいろ
いろな場所に連れて行き、たくさんの
人に会わせてあげること。
④ 自分ではどうしても世話が出来ない
ときは、必ずベビーシッターに子守を
頼むこと。
⑤ べイビージャーナルを必ずつけるこ
と。ジャーナルには、不満も含めて、
正直な気持ちを書くこと。
このルールを守るという約束として、自分の名前をサインしてください
サイン：
- 8 -
ベイビージャーナル No.１－２
□１ ①ベイビーと散歩して、難しかった活動や大変だった活動はどんな活動ですか？
②なぜそのように感じましたか？
（難しいと感じなかった人は、なぜ感じなかったかについて書いてください）
□２ ①これからしばらくの間ベイビーと会うことができません。どんな気持ちですか？
②それはなぜですか？
□３ 今日の授業を通して考えたこと、感じたこと、疑問に思ったこと等を書いて下さい
- 5 -
名前 （ふりがな ）
生年月日 平成２０年 月 日
性別 男 ・ 女
体重 ｇ
私のベイビー
（写真を貼ります）
ベイビーのプロフィール
 
- 3 -
授業１・２ 月 日( )
①フラワーベイビー養育ルールにサインをする
②班で協力して自分のフラワーベイビーをつくる
③各自フラワーベイビーの顔をかく
④各自ベイビーのプロフィールをつくる
⑤ベイビーと一緒に校内を散歩する
⑥各自ベイビージャーナルを書く
⑦ベイビージャーナルを提出する
⑧ベイビーを「ハラショー保育所」に預ける
宿 題 月 日( )・ 日( )
金 ①「ハラショー保育所」(調理教室)にベイビーを迎えに行く
曜 ②ベイビージャーナルを受け取る
日 ③ベイビーと一緒に帰る
土 ①ベイビーの世話をする
・ ・手が空いている時はベイビーを抱く
日 ・抱けない時は目の届く範囲にベイビーを寝かせる
曜 ②一日が終わったらベイビージャーナルを書く
日 ③おうちの人にサインをもらう
月 ①ベイビーと一緒に登校する
曜 ②朝の会が始まるまでに、ベイビーを「ハラショー保育所」(調理教室)に預ける
日 ③ベイビージャーナルを提出する
授業３・４ 月 日( )
①冊子を受け取る
②「ハラショー保育所」にベイビーを迎えに行く
③ベイビーと一緒に授業を受ける
④ベイビージャーナルを書く・ディスカッションをする
⑤ベイビージャーナルを提出する
⑥ベイビーとお別れする
プ ロ ジ ェ ク ト の 予 定
- 9 -
ベイビージャーナル No.２
□１ ①あなたは今日、ベイビーとどんな風に過ごしましたか? 一緒に行った所や、一緒にしたことを書いて下さい
②ベイビーと一緒にいて、難しかったことや面倒に感じたこと、楽しかったことや
嬉しかったこと等を書いて下さい
□２ 今日、子守を頼んだ人は答えて下さい
①誰に、どのくらいの時間預けましたか？
②どうして子守を頼んだのですか？
□３ ①“フラワーベイビー”の親であることのよい点と悪い点を挙げてください。
②“フラワーベイビー”を育てるために、自分にはどのような要素が欠けていると
思いますか？
１０ページにつづく
土曜版
- 6 -
ベイビージャーナル No.１－１
□１ ①あなたのベイビーは男の子ですか？女の子ですか？
②なぜ、あなたは、ベイビーにその性を望んだのですか？
□２ ①あなたはベイビーにどんな名前を付けましたか？
②どうしてその名前を付けたのですか？
□３ これからベイビーの世話をしていく中で、どのような問題が、あなたやベイビーに
起こると思いますか？
佐藤　園・佐藤　大介・篠原　陽子
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12
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
ESDを視点とした家庭科授業開発研究−平成28年度岡山大学教養教育科目「教育の現代的課題（生活と環境）」の実践と検討−
- 10 -
□４ 以下の①～⑤について、おうちの方にインタビューして下さい。
①自分の赤ちゃんが生まれた時、どんな気持ちでしたか？
②名前の由来は何ですか？
③どんな子どもに育ってほしいと思いましたか？
④子育てをしていて、嬉しかった事や楽しかった事はどんな事ですか？
⑤子育てをしていて、つらかった事や大変だった事はどんな事ですか？
★ベイビーを連れて帰り世話をしたという証明として、おうちの人に署名をしてもらって下さい
署名欄
ご協力ありがとうございました
- 16 -
□５ ①もし、あなたが今、親になったとすると、どのような事を諦めたり変えたりしな
ければならないと思いますか？
②親になる、子どもを持つということは、どういうことだと思いますか？
③あなたは、今、親になる、子どもを持つことができますか？
それは、なぜですか？
④あなたが、親になる、子どもを持つためには、これから何を考えたり、していく
必要があると思いますか？
- 13 -
ベイビージャーナル No.４
□１ ①ベイビーと離れていた間、どのようなことを思いましたか？
□２ ①これまでのベイビーとの活動を振り返って、難しかったことや大変だったことは
どんなことですか？
②それはなぜですか？
（難しいと感じなかった人は、なぜ感じなかったかについて書いてください）
- 11 -
ベイビージャーナル No.３
□１ ①あなたは今日、ベイビーとどんな風に過ごしましたか? 一緒に行った所や、一
緒にしたことを書いて下さい
②ベイビーと一緒にいて、難しかったことや面倒に感じたこと、楽しかったことや
嬉しかったこと等を書いて下さい
□２ 今日、ベイビーと一緒に外出した人は答えてください。
☆どのような時に、他の人があなたやあなたのベイビーをじろじろ見ていると思いま
すか？
□３ 今日、家に一日中いた人は答えてください。
☆どうして外に出なかったのですか？
□４ 今日、子守を頼んだ人は答えて下さい
①誰に、どのくらいの時間預けましたか？
②どうして子守を頼んだのですか？
１2ページにつづく
日曜版
- 17 -
□６ 「自分が親になる、子どもを持つという意思決定をすること」と「わが国の少子
（高齢）化問題」について考え、レポートを作成してみよう。
①わが国の少子（高齢）化問題について調べてみよう。
②①をふまえ、「自分が親になる、子どもを持つという意思決定をすること」が「わが
国の少子（高齢）化問題」にどのような意味を持つのか、を考察する。
（作成したレポートは、BJの最後のページに入れて下さい。）
☆班で出た意見を書こう
☆他の班で出た意見を書こう
☆クラスの意見をまとめよう
- 14 -
ベイビーの世話で大変だったことや難しかったこと
班で出た意見を書こう 他の班の意見を書こう
クラスの意見をまとめよう
- 12 -
□５ なぜ、人が親になるときに、自分の家族は重要なのでしょうか?
□６ 家庭での活動を通して考えたこと、感じたこと、疑問に思ったことを書いて下さい
●以下の欄は、おうちの方に書いてもらって下さい
ご家庭での生徒の様子やご感想、お気づきの点など、何でも構いませんのでお聞かせ下さい
★ベイビーを連れて帰り世話をしたという証明として、おうちの人に署名をしてもらって下さい
署名欄
ご協力ありがとうございました
- 18 -
□７ ①あなたは、ベイビーの“親”を真剣に取り組めましたか？
②それはなぜですか？
□８ ①あなたはフラワーベイビーと別れる準備ができていると思いますか？
②それはなぜですか？
□９ フラワーベイビーの“親”になることを通して、感じたことや考えたことなど、何
でもいいので書いてください。
- 15 -
□３ ①もし、フラワーベイビーが本当の赤ちゃんだったら、さらにどのような世話が必
要になると思いますか？
②あなたの家族は、なぜそれができたと思いますか？
☆班で出た意見を書こう
☆他の班で出た意見を書こう
☆クラスの意見をまとめよう
□４大学生としての今の自分がなぜここに存在していると思いますか？
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Title ： Development of Home Economics Classes from an ESD Perspective
Subtitle　： Examining the Practice of the 2018 Liberal Arts Education 
Subject “Contemporary Issues in Education (Lifestyle and Environment)” at 
Okayama University 
Author ：　Sono SATOH※1,  Daisuke SATOH※2,  Yoko SHINOHARA※1
　(Abstracts) Since 2016, active learning has been implemented in Japan 
as part of a direction for school education that can respond to the 
unpredictable future in store for children, in order to develop the ability 
to live in a globalized, knowledge-based society. Okayama University, which 
has been designated as a Super Global University in 2014, is engaged in 
education reform to develop people with the advanced, specialized knowledge 
as well as mental fundamentals to support a knowledge-based, global 
society. This study examines the results of the “lifestyle and environment” 
which were developed as foundation for a “home economics project from an 
ESD standpoint,” one that is central to active learning in the “Contemporary 
Issues in Education” course, required for liberal arts education in the 
Faculty of Education.
Keywords : ESD, development of home economics classes, liberal arts 
education, active learnings
※1  Graduate School of Education, Okayama University 
※2  Faculty of Childhood Education, Kurashiki Sakuyo University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
佐藤　園・佐藤　大介・篠原　陽子
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